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新潟県

IT政策セミナー
（新潟県 IT&ITS推進協議会）

○取組みを行った理由
　当協議会の目的であるICTを効果的に活かすことによる豊

かな県民生活の実現を目指し、ICTの先進事例や最新技術の

紹介等により地域における ICT 利活用の需要喚起を図るた

め、広く一般の方々を対象にして、毎年度、セミナーを開催

している。

○取組みの実施期間
平成26年2月5日（水）

○取組みの概要
　平成25年度のIT政策セミナーは、第1部として総務省及

び経済産業省の施策説明をいただき、第2部として、お二方

の講師をお招きし、ICT利活用及びITS推進の観点からの御

講演をいただいた。

　ITS推進の観点では、一般財団法人計量計画研究所企画部

次長の牧村和彦様から、「スマートで粋なモビリティ・デザ

イン～ITSと交通まちづくりの融合へ～」と題した御講演を

いただいた。

○まとめ
・ITSは手段であって目的ではない。

・地域の特性に応じたオリジナリティのある取り組みが重要

・まちづくりの考え方や都市デザインと一体となったサービ

スが重要

○御講演の概要
● ITSを取り巻く誤解

・ITSは難しい

・ITSは高価である

・最先端の技術を使わなければ恥ずかしい

・ITSは略語の通り、システムである

・地域での取り組みがあまりなされていない

・まちづくりや都市のデザインとは直接関係がない
●スマートで粋なモビリティ・デザインの8つの視点

1  交通を見える化する

　 ～公共交通機関がいつ来るか分からない問題を解決～

　ドイツでは歩行者の動線上や商業施設内にバス等の到着

までの時間や出発番線の情報を表示したり、日本において

もバスが接近するとバス停留所上部の表示灯が点灯する仕

掛けがある。ちょっとした工夫で取り組めることである。

2  公共交通を優先する

　 ～クルマに勝てない移動時間をITSで解決～

　スイス・ローザンヌでは、バス会社と警察が連携し、遅

れの程度により遅延しているバスが信号に接近すると信号

を制御し優先させる仕組みがある。欧州では路面電車が交

差点で止まることが少なくなるよう信号が制御されている

取り組みが年々拡大している。

3  異なる交通をつなぐ

　 ～乗り継ぎの精神的な負担をITSで解決～

　ドイツ・ミュンヘンでは、パークアンドライドの存在と

駐車場の空き台数を道路上に表示する取り組みがなされて

いる。欧米では、路面電車とバスが同じホームで乗り継ぎ

できたり、路面電車とバスの乗り継ぎが調整され、ハード

とソフトが一体となったスマートな取り組みが行われてい

る。

　日本でも、地下鉄等からバスへの乗り継ぎ動線上に時

刻表を表示したり、バスターミナルで待機する運転手に

表示灯で列車の到着を知らせる仕組みの例がある。

4  まちづくりの合意形成を図る

 　 ～利害関係の調整をITS推進の観点で円満解決～

　オランダや英国では、歩行者が優先される区域へ乗り入

れる自動車を、センサーやカメラで制御されるライジング

ボラードで面的に都心や地区をマネジメントしている例が

ある。フランス・ボルドーやニースでは、都市景観美化の

ため、路面電車が路面から給電することで架線を無くした

例がある。

5  限られた都市空間を最大限活用する

 　～歩行空間の確保をITSが解決～

　フランス・ルーアンでは光学式白線検知を導入し、バス

停の停車支援だけではなく、バス通りの車線幅を最小限に

し、歩道幅を確保している例がある。

6  都市の交通をマネジメントする

 　～複雑な都市の活動、運営、管理をITSが解決～

　欧米では、道路の混雑状況に応じて車の流れを推奨速度

で制御したり、ランプ流入を制御することで渋滞防止と事

故減少を実現しており、先進的な交通マネジメントが普及

拡大している。

7  インフラをスマートにする

 　～安全安心をITSが解決～

　オランダでは気温に応じて道路上に天候を示すマークが

浮かび上がったり、夜間に路面の白線が発光するスマート

インフラの取り組みが始まっている。

8  ビッグデータで交通まちづくりを改善していく

～ITSにより蓄積されたビッグデータがまちづくりの問題

を解決～

　人の動きをデータとして捉え可視化する取り組みが進め

られている。英国・ロンドンでは、気温、大気、公共交通、

バイクシェアリングの状況など都市全体の活動をリアルタ

イムで可視化し、ウェブサイト上で見ることができる。

○オンデマンド交通導入の背景
　柏市の沼南地域は、コミュニティバスが運行していた
が、路線数も運行本数も限られ、利用者は少ない状況に
あった。このため柏市版事業仕分けにおいてコミュニ
ティバスが「要改善」判定を受けたことから、沼南地域
における公共交通再編に取り組むこととなった。
　また沼南地域の大部分を占める市街化調整区域におい
ては、民間バス路線が1路線しかないため、自宅からバ
ス停までの距離がある人も多く、高齢化の進展もあって
日中の移動に制約があった。そのため自家用車を利用し
ない（できない）市民が日常生活の移動に利用できるよ
うな、利便性の高い公共交通の維持・確保が課題となっ
ている。
　そこでタクシー車両を用いて複数の利用者のニーズに
応じて、システムで運行計画を作成し、乗り合いなが
ら目的地に向かうオンデマンド交通（愛称：カシワニク
ル）を導入することとなった。
○実施期間

実証実験
平成25年1月15日～平成26年3月31日
平成26年4月以降も道路運送法4条許可を得て継続中
○特長

　東京大学が柏市北部でオンデマンド交通システムの社
会実験を行った背景もあり、同オンデマンド交通システ
ム「コンビニクル」を導入した。コンビニクルは、ゆと
り時間を設け、最初に予約した人の到着時間を遅らせる
ことなく、間に他の人の予約を入れることができる配車
計画を自動生成する特長がある。そのため出発到着の時
間を守れ、効率的な運用と乗合率の向上が図れている。
　また乗降場所（通称：タク停）を約400箇所登録して
おり、登録者の住所を入力すると近くのタク停が分か
る。タク停は随時要望に応じて、増やすことができるも
のとなっている。

柏市

沼南地域におけるオンデマンド交通事業
（柏市）

（愛称及びイメージキャラクター）

　現在、予約は電話受付のみであるが、Webサイト予
約や病院・商業施設・駅への端末設置も可能であり、需
要を見極めながら、その地域特性にあったオンデマンド
交通システムの構築が可能である。
　予約を受け、システムで運行計画を生成することで、
運行ログ情報が貯まり、利用者層や移動の傾向をデータ
化して把握することができ、ニーズを把握することが容
易となった。
　運行委託では「車両一括借上げ」や「赤字補填方式」の
事例が多数あるが、利用実態に即さない対価支払いが多
くの自治体で課題となっている。柏市では、運行事業者
の理解と協力の下、「インセンティブ方式」による委託形
態を採用し、委託料の上限を設定した上で、利用者１人
あたり、1,000円を委託料として支払っている。そのた
め利用が無い場合は支払いが発生せず、支出の削減効果
が得られている。
○目標 /期待される効果

　乗りたいとき乗りたい場所で利用ができ、狭い道路で
も走行できるなど、ニーズに対応した運行が可能となっ
たことで、広域な交通空白地域を解消することができた。
　利用目標は廃止したコミュニティバスの利用実績であ
る1日20人を想定。将来的には1日平均40人以上の利用
が続けば、タクシー事業者による自主事業の可能性も検
討できるようになる。
　今後は別の交通空白地域への展開や、タクシー事業者
による新たな事業展開の可能性を検討していきたい。
○その他

　既存の公共交通との役割分担を考慮し、市ではバス事
業者やタクシー協会と十数回にも及ぶデマンドの勉強会
を開いて、あるべきデマンド交通を検討している。利用
区域から要望が多い中心市街地への乗り入れは、基幹と
なる鉄道やバスといった他の公共交通への乗り換えを推
奨している。
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